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病態解析・診断学分野 
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研究事業「医療機関等における薬剤耐

性菌の感染制御に関する研究」 
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開発推進研究事業 
「HTLV-1 疫学研究及び検査法の標準化に

関する研究」 
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解明と抗炎症マネジメントへの展開 

賀来敬仁・助教 長崎医学同窓会 代表 in-vivoおよびin-vitroでの緑膿菌感染症にお

けるアジスロマイシン予防投与の有効性

評価 
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宇野直輝・助教 輪仁会 代表 Reversed clinicopathological conferences 
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術の開発 
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トメトリー検査法の開発 
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栁原克紀・教授 株式会社日立ハイテクノロジーズ 腸管感染症関連遺伝子検出キットの臨床
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とする急性肺炎、または人工呼吸器関連肺

炎マウスモデルにおける OP0595/RG6080
の有効性評価試験 
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栁原克紀・教授 大正富山医薬品株式会社  アシネトバクター属菌に対するクラリス

ロマイシンの効果 

栁原克紀・教授 シスメックス株式会社 敗血症症例における感染症スコアの有用

性評価 

栁原克紀・教授 株式会社クリプトン 
協和機電工業株式会社 

二次感染及び作業・管理問題を解決する医

療用器具除染用洗浄器の開発 

栁原克紀・教授 アステラス製薬株式会社 Clostridium 属のフィダキソマイシン及び

活性代謝物 OP-1118 に対する感受性 

栁原克紀・教授 MSD 株式会社 成人侵襲性肺炎球菌感染症患者の肺炎球

菌株の莢膜血清型分布および薬剤感受性

に関する多施設共同観察研究 

栁原克紀・教授 サーモフィッシャーサイエンティフィック株式会

社 
呼吸器感染症におけるバイオマーカーに

関する研究 

栁原克紀・教授 塩野義製薬株式会社 2016 年 臨床分離細菌及び真菌の収集 

栁原克紀・教授 
宇野直輝・助教 

シーメンスヘルスケア・ダイアグノスティクス

（株） 
イムライト 2000 を用いた可溶性インター

ロイキン 2 受容体値の臨床的知見 

栁原克紀・教授 日本ベクトン・ディッキンソン㈱ BD Vacutainer® UltraTouchTM Push Button 
Blood Collection Set の Turn-Around Time 
(TAT)短縮効果に関する研究 

栁原克紀・教授 シーメンスヘルスケア・ダイアグノスティクス

（株） 
尿化学分析装置クリニテック ノーバスの

基礎的検討 

栁原克紀・教授 アステラス製薬株式会社 腸管上皮細胞に対するフィダキソマイシ

ンの免疫調節の検討 

柳原克紀・教授 
長谷川寛雄・講師 

積水メディカル株式会社 IL-2R 検査薬の臨床的有用性に関する研究 

栁原克紀・教授 
賀来敬仁・助教 

シスメックス・ビオメリュー株式会社 呼吸器感染症迅速診断法の有用性の検証 

栁原克紀・教授 
賀来敬仁・助教 

三井化学株式会社 細菌迅速検査システムの実用性確認試験 

栁原克紀・教授 
小佐井康介・助教 

和光純薬工業株式会社 深在性真菌症の診断、治療効果判定に対す

る β-グルカン検査の有用性評価 

栁原克紀・教授 
宇野直輝・助教 

アボットジャパン株式会社 アーキテクト®・U-NGAL の AKI 診断に

おける有用性検討 

 

 

特 許 

氏名・職 特 許 権 名 称 出願年月日 取得年月日 番号 

長谷川寛雄・講師 抗癌活性化合物 2012 年 1 月

17 日 
2016 年 2 月

26 日 
第 5888702 号 

長谷川寛雄・講師 非ホジキンリンパ腫発症のリスク判定補助

方法 
2016 年 7 月 
1 日 

 特願 2016-226343 

長谷川寛雄・講師 非ホジキンリンパ腫発症のリスク判定補助

方法 

2016 年 11
月 21 日 

 特願 2016-150300 
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その他 

非常勤講師 

氏名・職 職（担当科目） 関 係 機 関 名 

栁原克紀・教授 非常勤講師（東北大学検査部） 東北大学 

栁原克紀・教授 非常勤講師（愛媛大学第一内科） 愛媛大学 

栁原克紀・教授 非常勤講師（大阪市立大学細菌学教室） 大阪市立大学 

 

○特筆すべき事項 

①学術賞受賞 
・賀来 敬仁・助教：日本感染症学会西日本支部 支部長賞（卓越した研究を発表したため） 

 


